


平成 26年度実施

東北大学大学院情報科学研究科博士課程前期・入学試験問題 (2015年 3月 3日)

専門試験科目群第 7・社会科学群

問題 E-1 消費者の効用関数が U(x1, x2) = 1 − e−x1 − e−x2 である。 財 1の価格を p、財 2

の価格を 1とする。

(1) 収入が I のときに、2財の Marshallian需要関数 (通常需要関数)を求め、間接効用関数

V (p, I)も求めなさい。

(2)効用水準uを達成させるためのHicksian需要関数 (補償需要関数)を求め、支出関数M(p, u)

を求めなさい。
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問題E–2

(1) Zipf法則 (順位・規模法則とも呼ばれる)を，その地域科学の文脈における応用例を挙げて

説明せよ。

(2) クリスタラーの中心地理論における「供給原理」と「交通原理」について，図を用いて説

明せよ。
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問題E–3 単一財のみを生産する 2国閉鎖経済について，地域間物量産業連関表を考える。物

量 (トンやリットル等の物理単位)による産出体系が，

a11x1 + a12x2 + y11 + y12 = x1

a21x1 + a22x2 + y21 + y22 = x2


で表されるとする。ここに xsは国 sの産出量，yrsは国 sで最終消費される国 r産財の量であ

る。また arsは国 sで財 1単位の生産に必要な国 r産財の量 (物量投入係数)であり，その行列 a11 a12

a21 a22

をAと書くことにする。

(1) ars, yrsを所与として，国 1の産出量 x1を計算せよ。その結果が意味を持つためには，投入

係数行列Aはどんな性質を持つべきだと考えられるか？

(2) 国 r産の財価格を prと書くとき，金銭表示の産出体系式を書け。ただし国間の財輸送費は

無視できるとする。

(3) いま国 1の通貨をドルと呼び，国 2の通貨をユーロと呼ぶことにする。1ユーロが µドルに

相当するならば，p1 = µp2と書けることに注意して，国 1の貿易収支 TBの式を書け。

(4) 国際収支=0となるように為替レート µが定まるとすれば，(3)の TBに何を加えた式を 0

と置くべきか？
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問題E–4 関数 f(x)に対して、記号 f̂(x)は

f̂(x) ≡ d ln f(x)

dx
=

f ′(x)

f(x)

を意味する。 関数 f1(x), f2(x)に対して、

(1) f̂1 + f2, f̂1f2,
(̂f1
f2

)
を計算せよ。

(2) ĝ(x)を計算せよ。ただし、関数 g(x)は以下の行列式である。

g(x) =

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣
f1(x) 6 f2(x)− f1(x)

f1(x) −1 2f2(x)− f1(x)

f1(x) 3 3f2(x)− f1(x)

∣∣∣∣∣∣∣∣∣∣
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問題 E–5 需要曲線 D，供給曲線 S は価格 pの関数として，

右図のように描かれることが一般的である。そこで以下のよう

な線形モデルを考えよう。

D = α0 − α1p+ u

S = β0 + β1p+ v

 . . . (a)

ここに u, vは各式の撹乱項である。

(1) 需要 qと価格 pの時系列データを用いて，qt = α0 − α1pt + utを推定した結果は，需要関

数とも供給関数とも言えない。その理由を図を用いて説明せよ。

(2) 上の (a)を同時方程式と考えた時の識別性について考える。gを式に含まれる内生変数の数，

kをその式に現れないシステム内の変数 (内生＋外生)の数として，次数条件 (パラメータが推

定可能となる必要条件)を検討せよ。

(ヒント) k = g − 1の場合を「丁度識別」と呼ぶ。

(3) 需要関数，供給関数を適切に推定するためには，(a)式をどう変えればよいか？適当な変数

を追加する方針で提案を行え。
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